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 は じ め に 
安孫子 誠男 
  
 比較制度分析論者の青木昌彦は、移行経済（transitional economies）の最大の問題のひ
とつを「インサイダー・コントロール（内部者コントロール）問題」にみている。それは、
旧国有企業の経営者が法人化後も有力株主として居座り、従業員と連合して企業の支配権
を握るといった支配形態である。したがって、株式所有の多数派が企業経営をコントロー
ルすることによって旧国有企業が経営の効率性を得られないままに存続するといった問題
である。ここから「インサイダー・コントロールをいかにコントロールするか」という問
題が提起される1。 
 この問題に対するアングロサクソン的解法、すなわち旧国有企業の外部的チェックとし
て投資基金または持株会社を設置するといった解法に対して、青木は否定的である。従業
員との「結託」により外部者の介入を阻止しようとする経営者の試みによって、インサイ
ダー・コントロールの進化的傾向に歯止めはかけられないとみるからである。ここから、
銀行とインサイダーがコントロール権を分有しているドイツ型コーポレート・ガバナンス、
あるいはインサイダーと銀行とのあいだに「状態依存的に contingent」コントロール権が
移転する日本型ガバナンスが、制度設計上の有力なモデルとして顧みられる。こうして移
行経済において「負債契約」を担う銀行の役割が期待されるが、しかし移行経済にはソフ
ト・バジェッティング（soft budgeting、予算制約の柔軟化）いう旧社会主義の惰性的遺産
があり、したがってインサイダー・コントロール問題は銀行制度の改革とセットをなして
提起されねばならないと主張される。そして漸進的改革を現実的とみる青木の場合、銀行
制度の改革と証券市場・投資基金の進化との「同時並行的発展」が望ましいとされる。 
 比較制度分析のもうひとつユニークな点は、インサイダー・コントロール問題が経営者
への外部チェック問題にとどまらないことである。ドイツ型ないし日本型のガバナンスが
評価されるとき、そうした企業統治は労働者の継続的雇用と内部訓練による技能形成パタ
ーン（産業・企業特殊的技能の形成）と整合的であるという「制度的補完性」の考え方が
主張されている。そこには、移行経済において労働組織と技能形成のパターンがどのよう
な方向に進むべきかといった問題が示唆されている。企業組織をシステムとして捉える場
合、企業統治改革は雇用制度・技能形成パターンの形成とセットにして捉える必要があろ
うからである。 
 このようなインサイダー・コントロール問題を考える場合、コーポレート・ガバナンス
の国際比較にも注視する必要がある。稲上毅は、今日のコーポレート・ガバナンスを三つ
のタイプに分けている。①伝統的な株主価値最大化モデル、②洗練された株主価値モデル、
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③多元主義モデル、がそれである2。①伝統的な株主価値最大化モデルは、株主に対する経
営責任を問題にし、その焦点のおき方に応じて適法性監視型と経営効率向上型にわかれる
が、後者のほうが一般的である。また、②「洗練された」株主価値モデルは、株主価値の
最大化を企業の目的とする点で①と共通するが、ステークホルダーとの良好で長期的な関
係の構築ということに関心を寄せている。さらに、③多元主義モデル（「ステークホルダー・
モデル」ともよばれる）は、むしろ企業の目的を株主価値最大化に求めない。それは、株
主価値最大化が企業の繁栄にとって妨げとなることがあり、したがってステークホルダー
間の長期的信頼関係こそが企業の成長、競争力強化に結びつくと考える。アングロサクソ
ン型企業はおおむね①をとり、共同決定法をもつドイツ型企業は③に近い。では、移行経
済のコーポレート・ガバナンスはどのタイプに向かおうとしているのか。これが移行経済
国の企業改革に問われているであろう。 
 本プロジェクトは、おおよそ以上のような問題関心をもって、2010―11年度にわたり企
業システムの日中比較を行ってきた。尹相国の「日・中の株式会社における内部統治と従
業員の位置づけ」は、日本とドイツの企業統治のあり方を参観しつつ中国の旧国有企業の
コーポレート・ガバナンスについて論じている。張玉?の「中国都市部における失業問題
の実態」は、内陸部の農村過剰人口の沿岸部への移動という変化のもとで中国都市部にお
ける失業問題の実相に迫っている。また木村典弘「技能に関する一考察――アーキテクチ
ャ論からみる日中比較」は、藤本隆宏らのアーキテクチャ論を援用しながら、雇用制度・
慣行と技能形成パターンとの関連について論ずる。 
 以下の論稿は研究ノートふうの習作にとどまるが、若き研究者の試作に読者の忌憚のな
いご批評をいただければ幸いである。 
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